
憲法集会 沖縄が分かった!

伊波さんの明快な話
日本人はコウモリ以下か

元沖縄県宜野湾市

長伊波洋一さんを迎

えての流山憲法集会

は５月１８日(土)生

涯学習センターで開

かれ、約200人が驚

きの話に熱心に聞き入りました。映像を交えて淡々

と穏やかに語られましたが、事実に基づいてのお話

しにみんな納得。終わると大きな拍手が湧き、続い

て「今回については会場カンパは丸ごと伊波さんに

が託したい」との世話人の訴えに76,265円が寄せら

れました。その後の交流会にも27名の方が参加し、

ゆっくり話し合うことが出来ました。

講演内容の録音があります。ご希望の方には

カンパ含め500円でお分けします。

伊波さんのお話 憲法の9条

は空気のようで、あるうちはその

ありがたさがわからない。韓国は

ベトナム戦争に派兵して、5000人近い兵士が亡くなっ

た。米軍は日本にも要請したかったが、これを阻ん

だのが憲法の9条であった。

■したい放題の米軍：米軍は日本にいる限り何の規

制もなく、沖縄の空は実は米軍の空だ。普天間飛行

場も「日本の航空法による飛行場ではない」ので日

本の飛行機は降りられない。そして飛行場ではない

ので日本政府は何の安全対策もしていない。米軍は

自国の国内法で義務付けされている飛行法に基づい

て活動し、これは米国外においても適用されるので

米軍機は米軍住宅の上は避けるし、保護の必要な野

生動物の上では訓練しない。だが、日米安保条約に

よって、在日米軍には日本の航空法は適用しないと

したため、県民の住宅や学校の上は飛ぶのだ。

ハワイのアセスでは、着陸地帯の緩衝地帯がコウ

モリの巣であったため、オスプレイは飛べないとし

ているのに、沖縄では問題にせず、やりたい放題。

■戦後67年、米軍は米国が戦争するために日本を利

用してきたが、日本を守ったことはない。

安倍内閣が４月28日を「主権回復の日」としたが、

沖縄では「講和条約」で「日本から切り離された日」

であり、屈辱の日である。事実、講和条約後、海兵

隊を移すため、住民の目前でブルドーザを使い畑を

つぶし、民家を焼いて強制撤去し基地を拡大した。

・1972年日本国憲法の下に祖国復帰しても基地はそ

のままだった。しかも1959年の砂川事件での田中耕

太郎最高裁長官は予め米国と会談して約束し「外国

の軍隊は憲法第9条にいう戦力にあたらないから米軍

の駐留は憲法に違反しない」と判決し、基地問題は

憲法判断から外した。沖縄で起こっていることは日

本全国どこでも起こりうることだ。

■日本の0.6％の面積の沖縄に、在日米軍基地の74％

が押しつけられており、沖縄本島の18％が基地であ

るが、米軍関係からの収入は収入全体の5％程度で、

決して基地経済で沖縄が成り立っているのではない。

■普天間飛行場は、住宅の中に飛行場がある。米国

法で滑走路の端から4.5㌔はクリアゾーンとして設定

され、住宅・学校・病院・集会場等はあってはなら

ず、海外においても守られねばならない基準だ。だ

が、普天間飛行場では、学校、病院、保育所が18ヶ

所、住宅が800戸。違反を日本政府は問題にすらしな

い。日本との間にはたくさんの密約があり、米国内

への報告と実態とでは大きな違いがある。1996年以

降は日本に調査さえさせなくなった。

■米軍の約束違反 日米政府は騒音規制や飛行経路

見直しなど何度も合意しているが守られてはいない。

にもかかわらず、日本政府の調査結果の発表では

「今回の調査結果からは場周経路飛行はおおむね守

られていると考える」と米軍の約束違反を弁護。

■日本政府は“米国に恩を売り”これからもアメリ

カが日本を守ってくれると信じたがっている。しか

しエア・シー・バトル構想などでアメリカ（裏面へ）
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は中国との戦争になればいったん逃げて中国に支配

された後で、如何に取り返すかのシミュレーション

を行っている。まさに日本を戦場として位置付けて

いるのだ。オスプレイがあれば守ってくれるなど

というがオスプレイは輸送機であって全く意味がな

い。中国についてもっと知っておいた方がいい。す

でに2009年の貿易でも日中は24.7兆で日米は14.2兆

になっている。

■オスプレイ

オスプレイが配置されてからは10000回以上と訓練回

数が増え、そのうち5000回以上は夜間の訓練である。

オスプレイは一般の大型ヘリコプターに比べ、重さ

は3倍以上、音は大型ヘリの場合80デシベルで、オス

プレイは90-100デシベル。それも低周波の波長なの

で、気分が悪くなる。低空飛行訓練も330回と非常に

多い。強烈な爆風で、細い木は折れる。文科省ではW

HO基準で授業中は５０デシベル以下としているが、

普天間第二小では90-100デシベルの爆音でしばしば

授業が中断されている。・千葉県にもオスプレイの

低空飛行訓練基地があるが、ないこととなっている。

■（元国防副長官で米政府ブレインの）アーミテー

ジは「アーミテージ・レポート」で有事法制化を含

め、防衛分担の役割、自衛隊の海外派兵を求めて憲

法９条改憲の対日要求を突きつけてきた。そして、

米軍と自衛隊が戦争を含む全局面での協力要請。日

本国内の民間空港を米軍がどのように利用できるか

共同訓練でチェックするなどを要求。これまでのアー

ミテージの要求は、すべて実現してきている。

伊波さんの講演を聞いて 感想から
◆国民の扱われ方は野生動物以下だと思うと怒りを

覚えます。「空気のような9条、なくなると息が出来

なくなる」とはうまいことを言ったものです。

◆分かりやすいお話でした。日本政府が米国の言う

がままであることも充分分かりました。文句をしっ

かり言うまともな国になりたい。

◆アメリカに守られているとの認識者が昭和一桁世

代に多いのですが、なかなか理解してくれない現状

があります。

◆色々な規制が加えられているにもかかわらず、実

質上沖縄が米軍の無法地帯であり政府がそれを黙認

しているのを知るに及び沖縄の人々の怒りの一端を

理解しました。

◆沖縄の基地の現状が新聞で読むよりすごく理解で

きたと思います。県民挙げて反対、抗議しているの

に政府の対応、答弁にはビックリ。これで良いのか、

慣れてしまっているのでは。打開策はないのか。海

兵隊の存在も誤解している人が多いと思うので伝え

て行きたいです。沖縄県の地図があればよかったと

思います。

◆沖縄の怒りは胸におさめて、冷静、客観的、事実

に基づいた明快なお話。さすがと感じ入りました。

◆オスプレイの運行状況を見てもアメリカでは許さ

れないことが沖縄では平然とやられている。バカに

されているとしか思えません。アメリカに日本は利

用されているのに多額の思いやり予算、一日５億円

というのは本当にビックリです。日本の国民を守る

わけでもないのに、これだけのお金を使った政府が

生活保護を削ろうとしていることに憤りを感じます。

◆日本の首相が代々国民を守るためではなく、アメ

リカのために必死になっていることが良くわかりま

した。アベ首相退陣！飛行機があんなに近くを飛行

しているとは……。ひどいです。オスプレイの騒音

下降気流の強さの影響を始めてみて恐怖を強く感じ

た。マスコミでは報じられませんね。情報操作では？

街頭インタビューは報道に大分影響されているよう

に思います。

５月３日憲法キャラ

バンは南柏、南流山、

おおたかの森、江戸川

台カドヤ前及び、移動

の途中の宣伝カーで

「憲法を守ろう」と宣

伝し、延べ28名が参加しました。

６月９日(日)は「おおたかの森駅」

１５:３０～１６:３０です
☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺

カンパはこちらの郵便振替口座へ
００１３０-５-４６４７３５ 口座名 九条の会流山

日本の青空Ⅲ

住民投票で原発建設ＮＯ！を決めた新潟県巻町の

物語をジェームス・三木の脚本、池田博穂監督で

史実に基づいて描いた映画です。家族、地域を分

断する原発推進勢力の策動をどう乗り越えて……。

各地で上映が始まっています。

◎製作協力券 世話人まで 一枚1000円。

６月２８日(金)船橋市二和公民館

13：00、15：30、18：303

７月２８日(日) 松戸市民会館

10：30、13：30、17：00

流山での上映予定は現在ありません

おおたかの森駅で


